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（株）ラルズ （株）ユニバース （株）ベルジョイス （株）福原 （株）道北アークス （株）東光ストア （株）道南ラルズ （株）道東アークス（株）伊藤チェーン （株）エルディ（株）オータニ

グループ理念は、アークスグループがどのような領域で、どのような使命を持ち、目標を果たす
のかを明確にしたもので、私たちが活動するうえでの考え方の基本となるものです。

❶ お客様第一主義の徹底
❷ ｢八ヶ岳連峰経営」による運営
❸ 健全な経営と着実な成長
❹ ロープライス、ローコストの追求
❺ 情報の公開とコンプライアンス

グループ理念

八ヶ岳連峰経営

グループ運営方針

アークスグループは、地域のライフラインとして
価値ある商品・サービスを低価格で提供し、豊かな暮らしに貢献します。

　お客様との距離を短く保ちながら、スピーディな経営判断を実現するため、アークスグループは富士山のように高く
そびえる大きな一つの企業体ではなく、八ヶ岳連峰のように同じような高さの山々が連なる企業連合を目指しています。

※表紙：左上段　農業生産者　㈱三木田の皆様（北海道長沼町）
　　　　左下段　農業生産者　㈱丸巳　矢澤様（北海道東川町）
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ご挨拶

　私たちアークスグループは、2002年11月の発足時よりグループの運営方針である「八ヶ岳連峰
経営」のもと、北海道、東北および北関東地方のグループ各社と共に、食品スーパーマーケットを
中心とする流通企業グループとして、着実に成長を続けてまいりました。
　2024年5月28日に横山清代表取締役会長・CEO、猫宮一久代表取締役社長・COO、古川公一取締
役副会長・CFOと共に移行した新経営体制である「3C（スリーシー）体制」は、本年5月27日で2期目
を迎えました。零細から中堅、大手食品スーパーマーケットグループ企業として成長している当
社グループは、地域密着の経営により、お客様からご支持を得ております。当社創業の地である北
海道において50年前、後進地と見做されていた北海道に本州の大手企業が雪崩のように進出して
まいりました。それらの企業も現在では、その殆どが道内から撤退し、跡地には本州のディスカウ
ンターの進出もありますが、当社グループは協業の力を結集し、現在のところ、的確な施策に対し
て地元のお客様に改めてご支持をいただいております。これもひとえにお客様をはじめステーク
ホルダー皆様のご愛顧の賜と心より感謝申し上げます。
　今後のわが国経済は、物価上昇や実質賃金のマイナス傾向が続いており、消費者の節約志向は
なお根強いと見込まれ、米国発の通商政策の不確実性などもあり、先行きは一層不透明感を増し
ております。この厳しい経済環境の中、3C体制のもと、
北海道、東北、北関東の全社が、納得されるインフレ
対策の様々な施策を講じて新時代を開拓し、更なる地
域のライフライン企業として成長を高めていく所存
です。
　株主の皆様には、より一層のご支援とご鞭撻を賜り
ますよう、お願い申し上げます。

ご挨拶

代表取締役社長・COO

猫宮　一久
代表取締役会長・CEO

横山　清
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横山　清
代表取締役会長・CEO

A.1

Q.1

構造インフレが続く時代です。賃金や物価を含む諸所の壁を生産性向上
によって突破し、満足できる好循環実現のために全力投球します。
今年は、様々な面で大きな節目の年と位置付けています。あらゆる物価が上昇
する昨今、インフレはまだ続きます。インフレが続き、買い控えが顕著になって
いる現在、数々の苦難の道を潜り抜けてきた当社グループにおいては、新たに
生産性の向上が不可欠です。賃金、物価の好循環の実現に向けてローコスト経
営の更なる徹底を図るとともに、技術革新と人材育成を基盤とした生産性の向
上が不可欠と捉え、その実現に向け全力で取り組んでまいります。

今年の年頭所感には、どのような思いを込めたのでしょうか。

A.2

Q.2

「価格政策」、「生産者様や地域メーカー様と連携」、「CGC連携の深掘り」、「新日本スーパーマーケット
同盟の深化」の取組み等、営業力の強化を更に加速させてまいります。
お客様の多様化するニーズと節約志向への対応が求められる中、「良い品」を「納得価格」で提供する新しい価格
体系への移行とともに、鮮度やおいしさにこだわった商品を拡充し、競合店との差別化を図ってまいります。また、
当社グループ各社における生産者様や地域メーカー様と連携した商品の品揃えの強化や、CGC商品並びに新
日本スーパーマーケット同盟（※）オリジナル商品の更なる拡販などの営業力強化に引き続き取り組んでまいります。
（※）‌�㈱バローホールディングス（本社:岐阜県）、㈱リテールパートナーズ（本社:山口県）、当社の3社により、2018年12月に資本業務提携契約を

締結した地域密着型の独立系食品流通企業の連合体です。

今年度に取り組むことについてお聞かせください。

トップインタビュー Interview with Top
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北海道
市場規模

1兆1,848億円

青森県 岩手県
市場規模

2,959億円
市場規模

2,725億円

アークス
グループ

他社他社

他社

他社
他社

他社
他社

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

その他
スーパー
マーケット・
総合スーパー

アークス
グループ アークス

グループ

グループネットワーク

375 店舗

小売事業店舗数

11社

事業会社数

Group Network
アークスグループは、様々なコンセプトの店舗を展開し、地域の皆様のお役に立ちたいと考え、
日々、努力を積み重ねております。お近くへお越しの際は、是非お立ち寄りください。

食品売上高の地域別シェア

218218店舗店舗

北海道北海道

4040店舗店舗

青森青森

11店舗店舗

秋田秋田

11店舗店舗

埼玉埼玉

6969店舗店舗

岩手岩手

3030店舗店舗

栃木栃木
1616店舗店舗

宮城宮城

26.3%

30.9% 41.6%

スーパーアークススーパーアークス

ユニバースユニバース

ジョイスジョイス

ビッグハウスビッグハウス

食彩館食彩館 イトーチェーンイトーチェーン

ベルプラスベルプラス

ラルズマートラルズマート

フクハラフクハラ

ベーシックベーシック

ウェスタンウェスタン

ビッグハウスビッグハウス

東光ストア東光ストア

カインズカインズ

フードオアシスフードオアシス

フードマーケットフードマーケット

※市場シェア：食品売上高のシェア。「2024食品スーパーマーケット年鑑」を基に当社推計。食品売上高は2023年度。
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ユニバース （1店舗）

トピックス

店舗ニュース
新規出店

業態変更 店舗改装

01
Topic

2008年に開店した「Uマート桔梗野店」が複合商業施設「ハルル樹木」内に「ユニバース樹木店」として移転
オープンいたしました。鮮度と品質にこだわり、お客様の生活に欠かせない商品を今まで以上に品揃えいたし
ます。温めるだけでお惣菜が出来上がる「レンジアップ商品」を拡大し、「簡便・時短メニュー」「手軽にもう一品」
を提案いたします。「価値ある安さ」で商品を提供し、お客様の家計を応援いたします。

ラルズ （1店舗）

スーパーアークス明徳店（苫小牧市）
2024年11月8日

ユニバース樹木店（弘前市）
2024年10月18日

福原 （1店舗）

フクハラ自由が丘店（帯広市）
2025年2月5日

ラルズ （1店舗）

スーパーアークス伊達店（伊達市）
2024年9月20日

道北アークス （1店舗）

ウェスタン川端（旭川市）
2024年10月25日

ユニバース （1店舗）

ユニバース城東店（弘前市）
2024年11月16日

道南ラルズ （1店舗）

スーパーアークス戸倉店（函館市）
2024年10月4日

ベルジョイス （1店舗）

スーパーアークス矢巾店（矢巾町）
2024年11月1日

オータニ （1店舗）

フードオアシスオータニ大沢店（日光市）
2024年11月23日
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イベント

Topics

02
Topic

　アークスグループは、もっと便利に、そしてお得にお買い物いただけるよう、「アークスアプリ」をリ
ニューアルいたしました。2019年にリリースしたアークスアプリは、この度さらに進化し、新しく生ま
れ変わりました。今回のリニューアルにより、お得なクーポン配信や、キャンペーンに簡単に参加い
ただける機能が充実し、これまで以上にアークスグループ店舗でのお買い物を楽しんでいただける
ようになりました。当社は今後もアークスアプリの利便性を向上させることにより、お客様の豊かな
暮らしに貢献してまいります。

■ポイントクーポン
　アプリ上でクーポン
を登録（エントリー）し、
アプリに登録したRARA
カードまたはアプリ会員
証を提示のうえ対象商
品を購入すると、後日ポ
イントが付与されるお得
な機能です。

■プッシュ通知
　お得なクーポン
情報や、キャンペーン開始のお知らせを
リアルタイムで通知いたします。お知ら
せは設定からいつでもカスタマイズ可能。

　アークスグループのネットスーパー事業につきましては、2021年10月より㈱ラルズ、2023年6
月より㈱ベルジョイスが「アークスオンラインショップ」をグランドオープンし、2023年12月には
Amazon社との協業による「Amazonネットスーパーアークス」をオープン、順次配送地域の拡充に
取り組んでおります。加えて、2024年10月、㈱ラルズが運営するギフトオンラインショップ「アーク
ス市場（ARCS・ICHIBA）」がついにオープンいたしました。お中元・お歳暮や返礼ギフト、旬の味覚な
どを豊富に取り揃え、北海道から全国へお届けするギフトオンラインショップです。北海道を知り尽
くしたバイヤーが厳選した商品を全500種類取り揃え、全国からお申込みいただけるギフトECサイ
ト「アークス市場（ARCS・ICHIBA）」をオープンし、アークスグループが店舗展開する地域以外のお
客様にもご利用いただける取組みを開始いたしました。詳しくは、【第64期　報告書（別紙）】「アー
クス市場（ARCS・ICHIBA）」ご紹介のパンフレットをご参照ください。アークスグループでは、今後も
ネットスーパー事業の拡販に取り組んでまいります。

アークスグループ 新・アークスアプリ誕生！

ラルズ アークス市場

■アプリキャンペーン
　アプリ上でお得なキャ
ンペーンへエントリーで
きるようになります。また、
アプリからご応募いただ
いたキャンペーンは、ア
プリ上で当選確認が可能。
アプリ限定キャンペーン
も実施いたします。

【おすすめ情報】【店舗検索】【マイ店舗登
録】【チラシ閲覧】【ポイント履歴表示】【ア
プリ会員証機能】など、これまでご利用い
ただいていた機能もさらに便利にご利用
いただけます。
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Topics

03
Topic

サステナビリティ活動

　㈱ラルズと㈱東光ストアは、札幌市が実施する指定ごみ袋を活用したレジ袋
削減に関する実証実験に参加いたしました。本取組みは、札幌市家庭用指定ごみ
袋を1枚単位で販売し、レジ袋の代わりとして活用することにより、レジ袋削減に
どの程度効果があるか検証する実証実験です。

　㈱ベルジョイスは、岩手のお米（非食用米を使用した資源米を10％配合）を原
料とする、環境に配慮したレジ袋の販売を11月1日よりスーパーアークス矢巾店
にて始めました。この袋は、矢巾町内でごみ袋としてもご利用いただけます。

　㈱アークスは、国際的な環境情報開示システムを運営する非営利団体であるCDP（Carbon Disclosure 
Project）の2024年気候変動評価において、初めて「B」スコアに認定されました。CDPは、企業や自治体を対象と
した環境情報開示システムを運営し気候変動、水資源、森林といった環境分野における企業の情報開示や対策を
評価する機関です。㈱アークスが獲得した「B」スコアは、8段階中、「A」「A-」に次ぐ上位3番目の評価であり、自社
の環境リスクやその影響を認識し行動しているとされる「マネジメントレベル」に該当します。アークスグループは

これからも、事業活動を通じてステークホルダーの皆様とともに持続可能な社会の実現とグループの成長を目指し、地域における未
来への懸け橋としての社会的役割を果たしてまいります。

ラルズ　他 「札幌市とラルズ・東光ストア」「矢巾町とベルジョイス」レジ袋に関する取組み

アークス CDP「気候変動」分野　「B」スコアに認定

　㈱ラルズを中心とした5社共同で実施した「共同輸入およびモーダル
シフトによるサステナブルな農産品輸送の実現」の取組みが、「令和6年
度　グリーン物流パートナーシップ優良事業者表彰」において「特別賞」
を、また（一社）日本物流団体連合会「モーダルシフト優良事業者大賞表
彰」において「モーダルシフト優良事業者賞『革新的取組み部門』」を受賞
いたしました。

※‌�モーダルシフトとは、トラック輸送を主軸とする従来の物流から、鉄道や船舶
といった環境負担が低く、大量輸送に適した手段に切替える取組みのことで、
主な目的は、CO2排出量の削減や輸送コストの低減、トラックドライバー不足
への対応、交通渋滞の緩和や事故リスクの低減等があります。

ラルズ モーダルシフト優良事業者賞「革新的取組み部門」を受賞
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次期見通し
売 上 高 6,230億円 2.4％ UP 経 常 利 益 180億円 2.6％ UP 

営 業 利 益 164億円 2.9％ UP 親会社株主に帰属
する当期純利益 112億円 1.2％ UP 

連結財務諸表概要 Consolidated financial statements summary

前期
（2024年2月末）

資産合計
282,662

負債純資産合計
282,662

現金及び預金
80,089

売掛金
6,980

棚卸資産
19,887

有形固定資産
135,188

無形固定資産
5,321

投資その他の資産
25,865

買掛金
31,862
短期借入金
10,584

長期借入金
13,797

流動資産
116,286

固定資産
166,375

流動負債
68,386

固定負債
30,238

純資産
184,037

当期
（2025年2月末）

前期
（2023年3月1日～2024年2月29日）

特別利益
97

特別損失
1,236

法人税等
5,338

営業外収益
1,835

営業外費用
231

販売費及び一般管理費
137,002

売上原価
455,344

親会社株主に帰属
する当期純利益
11,063

経常利益
17,540

営業利益
15,936

売上高
608,284

売上総利益
152,939

当期
（2024年3月1日～2025年2月28日）

営業活動による
キャッシュ・フロー

19,384

投資活動による
キャッシュ・フロー
△11,490 現金及び

現金
同等物の
期末残高
80,035

現金及び
現金
同等物の
期首残高
74,731 財務活動による

キャッシュ・フロー
△2,590

当期
（2024年3月1日～2025年2月28日）

特別利益
21

特別損失
1,012

法人税等
5,682

営業外収益
1,846

営業外費用
238

販売費及び一般管理費
132,586

売上原価
442,139

親会社株主に帰属
する当期純利益
11,766

経常利益
18,439

営業利益
16,831

売上高
591,557

売上総利益
149,417

資産合計
274,972

負債純資産合計
274,972

現金及び預金
74,785

売掛金
6,718

棚卸資産
18,105

有形固定資産
131,234

無形固定資産
7,181

投資その他の資産
27,667

買掛金
31,686
短期借入金
7,592
長期借入金
14,394

流動資産
108,890

固定資産
166,082

流動負債
66,840

固定負債
30,323

純資産
177,809

連結貸借対照表の概要（百万円）

連結損益計算書の概要（百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （百万円）
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　日頃よりご支援いただいております株主の皆様に、感謝の気持ちを込めて「株主優待制度」を実施しております。毎年2月末現在の株主
様に対し、ご所有株式数に応じて当社グループ商品券、アップルジュース、青森県産りんご、全国共通商品券VJAギフトカードの4種類から
1点とカタログギフトを贈呈しています。※発送時期は、青森県産りんごのみ11月下旬から12月上旬、その他は7月末から8月上旬の予定です。 

※写真はイメージです。実際の優待品は写真と異なる場合がございます。

株主優待

株主優待Q＆A
Q.1 株主優待の申込後に引越しをして住所が変わったのですが、どうしたら

良いでしょうか。
A.1 下記のご対応をお願いいたします。

①取引のある証券会社にて住所変更のお手続きをしてください。
②郵便局へ転居届のお手続きをしてください。

Q.2 株主優待指定書を送るのを忘れたのですが、優待品を受け取れますか。
A.2 株主優待指定書をご提出期限までに未提出の場合および指定の判別がで

きない場合の株主様には、全国共通商品券VJAギフトカードを7月末か
ら8月上旬にお届けいたします。

Q.3 アークスグループ商品券と全国共通商品券VJAギフトカードの違いを
教えてください。

A.3 当社グループ商品券は北海道、東北および北関東地方に展開するアーク
スグループ各店でご利用いただけます。（※カインズではご利用できません。）
全国共通商品券VJAギフトカードは一部を除いた当社グループの店舗
の他、全国50万店以上のVJAギフトカード取扱店（デパート・ショッピン
グセンター・専門店・レストラン・ホテル等）でご利用いただけます。

Q.4 別に住んでいる家族のところに優待品を届けてもらえますか。
A.4 株主名簿にご登録されたご住所以外への優待品の送付をご希望の場合は、

株主優待指定書の所定欄にご希望のお届け先情報をご記入のうえ、提出
期限内にご返送ください。

2月末日
所有株式数

アークスグループ
商品券

アップルジュース 青森県産りんご 全国共通商品券
VJAギフトカード

カタログギフト

100～499株 2,000円分 1箱
（250g×30本）

約3kg
（7～10玉） 2,000円分

500～999株 3,000円分 2箱
（250g×60本）

約5kg
（14～18玉） 3,000円分

1,000～4,999株 4,000円分 2箱
（250g×60本）

約5kg
（14～18玉） 4,000円分 3,000円相当

5,000株～ 5,000円分 2箱
（250g×60本）

約10kg
（28～36玉） 5,000円分 3,500円相当

ご優待1：4点の優待品からいずれか1点をお選びいただけます ご優待2：贈呈

見本 見本
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北海道
5,635名
10.6%

東　北
3,657名
6.9%

関　東
19,393名
36.5%

中　部
7,942名
15.0%

近　畿
10,550名
19.9% 外国他

177名
0.3%

中　国
2,151名
4.0%

四　国
1,084名
2.0%

九州・沖縄
2,531名
4.8%

その他法人
14,578千株

25.3％

金融機関
9,463千株

16.4％

個人・その他
26,072千株

45.2％

生・損保
1,427千株

2.5％外国法人・個人         
6,107千株

10.6％

株式の状況� （2025年2月28日現在）

●発行可能株式総数 200,000,000株
●発行済株式の総数 57,649,868株
●株 主 数 53,120名

●所有者別分布状況（株式数）

会社概要
●商 号 株式会社アークス
●設 立 1961年10月28日
●資 本 金 212億5百万円
●証券コード 9948
●店 舗 数 375店舗（グループ全体、2025年2月28日現在）
●従 業 員 数 156名（グループ全体21,075名、2025年2月28日現在）
●本 社 〒064-8610 札幌市中央区南13条西11丁目2番32号
●事 業 内 容 純粋持株会社

（国内外の会社の株式または持分を取得、所有する
ことにより、当該会社の事業活動を支配・管理する）

大　　株　　主（上位10名）
株　主　名 持株数（株） 持株比率（％）

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信託銀行株式会社（信託口） 3,265,600 6.04

横 山 　 清 3,045,054 5.64
株 式 会 社 北 海 道 銀 行 2,533,972 4.69
有 限 会 社 丸 治 1,437,131 2.66
株 式 会 社 北 洋 銀 行 1,415,844 2.62
株式会社バローホールディングス 1,335,000 2.47
株式会社リテールパートナーズ 1,335,000 2.47
S M B C日興証券株式会社 1,041,248 1.92
アークスグループ社員持株会 1,033,598 1.91
アークスグループ取引先持株会 1,027,402 1.90

（注）	1.	 ‌�当社は自己株式3,667,564株を保有しておりますが、上記大株主から、これを
除いております。

	 2.	持株比率は自己株式（3,667,564株）を控除して計算しております。

●地域別分布状況（株主数）

●役　　　員（2025年5月27日現在）

代表取締役会長・CEO 横　山　　　清
取 締 役 副 会 長・CFO 古　川　公　一
代表取締役社長・COO 猫　宮　一　久
取 締 役 執 行 役 員 三　浦　建　彦
取 締 役 執 行 役 員 福　原　郁　治
社 外 取 締 役 佐々木　亮　子
社 外 取 締 役 富　樫　豊　子
社 外 取 締 役 小　池　明　夫
常 勤 監 査 役 田　守　隆　行
監 査 役 大　畑　忠　生
社 外 監 査 役 髙　嶋　　　智
社 外 監 査 役 伊　東　和　範
執 行 役 員 小苅米　秀　樹
執 行 役 員 澤　田　　　司
執 行 役 員 松　尾　直　人



株主メモ 単元未満株式の買増・買取制度について

株式会社アークス　本社　〒064-8610　札幌市中央区南13条西11丁目2番32号
TEL 011-530-1000　FAX 011-530-1010
https://www.arcs-g.co.jp/

証券会社等で
株式を保有されて
いる場合

証券会社等で
株式を保有されていない場合
（特別口座の場合）

住所変更、
株式配当金
受取り方法の
変更および
マイナンバーの
お届出などの
お問い合わせ

お取引の
証券会社等
になります。

当社の特別口座の口座管理機関
みずほ信託銀行へお問い合わせ
願います。
みずほ信託銀行　証券代行部
ホームページ　
https://www.mizuho-tb.‌
co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル　
0120-288-324
（土・日・祝日を除く
9：00〜17：00）
電子提供制度‌
専用ダイヤル
0120-524-324
（土・日・祝日を除く
9:00～17:00）

未払配当金、
その他当社株式
関係書類
についての
お問い合わせ

右記みずほ信託
銀行までお問い
合わせ願います。

ご注意

特別口座では、単元未満株式の
買取・買増以外の株式売買はで
きません。株式の売買にあたって
は、証券会社等に口座を開設し、
株式の口座振替手続を行ってい
ただく必要があります。

株式等に関する
マイナンバーの
お届出のお願い

・‌�株式等の税務関係のお手続に関しては、マイナン
バーのお届出が必要です。
・‌�お届出が済んでいない株主様は、上記お問い合わ
せ先へマイナンバーのお届出をお願いします。

事 業 年 度 毎年3月1日から翌年2月末日まで
定時株主総会 毎年5月下旬

基 準 日 毎年2月末日
その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日
剰余金の配当 毎年2月末日
中 間 配 当 毎年8月31日

公 告 方 法

電子公告により、当社のホームページに
掲載いたします。
公告掲載アドレス　https://www.arcs-g.co.jp/
ただし、電子公告をおこなうことができない事故その
他やむを得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に
掲載いたします。

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

当社の株式は１単元が100株となっており、単元未満株式（１～99株）については市場で売
買はできませんが、当社に対して100株（１単元）となるよう買増請求（購入）することができ
ます。または単元未満株式を当社に対して買取請求（売却）することができます。

例：株主様が80株を所有している場合

●証券会社等に口座を開設されている株主様は、お取引証券会社等にご連絡ください。
●それ以外の株主様は、下記のみずほ信託銀行株式会社証券代行部にご連絡ください。

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
 0120-288-324（土・日・祝日を除く9：00～17：00）

2.買取請求（売却）の場合

株主様

売りたい
（0株にしたい）

80株の
買取請求

80株の
買取代金

例：株主様が80株を所有している場合
1.買増請求（購入）の場合

株主様

100株（1単元）
にしたい

買増請求し、単元株
式にするメリット
●株主総会に出席
し、議決権を行使
できる等。

20株

20株の
買増請求
買増代金

株主の皆様の声をお聞かせください

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する
「コエキク」サービスにより実施いたします。 

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。

QRコードは株式会社デンソー
ウェーブの登録商標です。

アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」
koekiku@pronexus.co.jp

https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html
https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html

